
平成18年7月8日(土)　南幌町スポーツセンター・栗山町スポーツセンター
平成18年7月9日(日)　南幌町スポーツセンター

C D

D
2

B B

C
4 6

D

1 4

B 3

C D

3
C D

3

1 2

C
5 5

D

2 1

A B

A
4

A A
4

B

1 2

A A 3

3
A

1
B

B
1

A
5 2

2 3

【 成　績　結　果 】
男 子 の 部 優　勝　nakaichi2001 準優勝　闘魂中一 ３位　ＳＡＮ　 ＡＩ（岩見沢市）

（札幌市） （札幌市） 　　　Ｍａｇｉｃ（札幌市）
女 子 の 部 優　勝　輝翔（札幌市） 準優勝　Ｃ.Ｐ.Ｖ.Ｃ ３位　小樽交友会（小樽市）

（札幌市） 　　　レッドライト（札幌市）

札幌中央クラブ
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第 17 回　６ 人 制 会 長 杯 争 奪 大 会

【 男　子　の　部 】
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【 女　子　の　部 】

Ｃ ． Ｐ ． Ｖ ． ＣＲ ｏ ｕ ｇ ｈ

8Ｐ Ｓ ラ リ ー ７ Ｔ ｅ ｒ ｒ ｉ ｆ ｙ

6

北 翔 倶 楽 部 4

Ｄ Ｏ Ｌ Ｐ Ｈ Ｉ Ｎ輝 翔

Ｓ Ｗ Ａ Ｔ Ｔ

2 9

7 15Ｔ Ｖ Ｃ

2Ｔ Ａ Ｋ Ｋ Ａ Ｍ

ス パ ー ク 3

Ｓ Ａ Ｎ Ａ Ｉ

14

12

25-23
30-28
-

2

25-16
25-17
-

2

25-21
25-17
-

2
25-19
25-23
-

2

25-15
25-13
-

2

18-25
25-17
25-10

2

29-27
25-20
-

2

25-16
25- 7
-

2

26-24
25-23
-

2

25-15
28-26
-

2

25-13
25-18
-

2

25-19
25-23
-

2

25-11
25-18
-

2

25-17
25-20
-

2

25-14
25-16
-

2

26-24
25-23
-

2

25- 9
25-22
-

2

25-23
25-20
-

2

25-20
23-25
25-21

2

25-19
25-20
-

2

25-10
25-17
-

2

25-13
25-14
-

2

25-17
25-19
-

2
25-21
20-25
25-16

2

25-19
25-13
-

2

25-22
25- 9
-

2

大　会　長： 川　貴盛
大会委員長：名畑　五朗
競技委員長：對馬　文治
審判委員長：大門　正人
総務委員長：沓沢　幸一
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優　勝
nakaichi2001
（札幌市）
（２年連続
　２回目）

優勝　輝翔
（札幌市）
（初優勝）

1R：羽根栄資
2R：藤井政夫

1R：沓沢幸一
2R：石井 重

1R：羽根栄資
2R：石井 重

1R：石井 重
2R：沓沢幸一

1R：大門正人
2R：佐藤利香

1R：大門正人
2R：佐藤利香

1R：大門正人
2R：佐藤利香

1R：名畑五朗
2R：藤井政夫

1R：名畑五朗
2R：大門正人

1R：羽多野孝司
2R：山岸且幸

1R：小林賢明
2R：松木楽水

1R：槙納幸伸
2R：山岸且幸

1R：羽多野孝司
2R：鈴木富雄

1R：槙納幸伸
2R：北川孝博

1R：羽多野孝司
2R：佐藤　修

1R：川合　純
2R：小林賢明

1R：小林賢明
2R：平川　翼

1R：川合　純
2R：松木楽水

1R：小林賢明
2R：菊池英喜

1R：川合　純
2R：槙納幸伸

1R：川合　純
2R：大友大輔

1R：新見　登
2R：大友大輔

1R：川合　純
2R：新見　登

1R：大門正人
2R：石井 重

1R：石井 重
2R：大門正人

1R：大門正人
2R：名畑五朗

戦評（６人制女子決勝戦）第１セット、立ち上がりは両チームともミスが目立ち、失点の積み重ねが続いた。中盤からは落ち着きを取り戻しコンビも合い、一進一退の
ゲーム展開となったが、輝翔の７番富澤選手、１９番斉藤選手の力強いスパイクが決まり２５－２２と輝翔が１セット目を先取した。第２セット、１セット目を手にしたこと
で余裕を持った輝翔は波に乗り一方的な試合運びでリードを広げた。ＣＰＶＣも２番富田選手、１４番井上選手、１８番愛澤選手が踏ん張り追いすがるが、輝翔の１４番
矢野選手、１９番斉藤選手のジャンプサーブが効果的に決まり、結局２５－９で２セットを連取した輝翔が初優勝を果たした。

戦評（６人制男子決勝戦）同一チームで始まった男子決勝戦は、第１セットの前半、一進一退の攻防を展開したが、後半からはｎａｋａｉｃｈｉ２００１の攻撃が冴え渡り、２
５－１９と先取する。第２セット、前半は第１セット同様一進一退の展開であったが、中盤からは攻守に勝るｎａｋａｉｃｈｉ２００１が一方的な展開で２５－１３と勝利し、２年
連続２回目の優勝を飾った。


